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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 93,445 31.9 2,982 167.4 3,156 127.3 2,146 237.8
22年3月期第2四半期 70,846 △4.6 1,115 △59.2 1,388 △42.6 635 △52.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 121.26 ―
22年3月期第2四半期 35.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 109,372 57,675 51.6 3,186.96
22年3月期 101,807 56,687 54.3 3,122.50

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  56,420百万円 22年3月期  55,280百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年3月期 ― 15.00
23年3月期 

（予想）
― 15.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 182,650 22.4 5,090 53.6 5,160 54.0 3,380 91.3 190.92



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 18,110,252株 22年3月期  18,110,252株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  406,674株 22年3月期  406,473株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 17,703,658株 22年3月期2Q 17,703,911株
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当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年より輸出と景気対策効果の恩恵を受け急回復

してきましたが、円高進行の影響による輸出の増勢鈍化や耐久財購入刺激策による押し上げ効果一巡な

どを背景に回復ペースは徐々に鈍化傾向となりました。一方、買い替え補助終了前の自動車の駆け込み

購入や猛暑によるエアコン需要増などにより製造業を中心に好調に推移しました。それに伴い、一部企

業において設備稼働率が改善したものの、依然設備過剰感の強い状況は持続しており、企業の設備投資

は緩やかな回復となりました。自動車や薄型テレビの駆け込み購入、猛暑の影響などによる個人消費の

上振れを背景に消費マインドの改善がみられたものの、全体としては景気回復ペースは鈍化傾向となり

ました。 
  
当社の属するエレクトロニクス産業におきましては、昨年からの景気刺激策効果や猛暑の影響などを

背景に薄型テレビやシロモノ家電を中心に民生機器市場が好調に推移しました。また、スマートフォン

の牽引、アジア市場の更新需要増加に伴い、携帯電話市場も引き続き好調に推移しました。コンピュー

タ市場は、ノート・パソコンの生産過剰による調整がみられましたが、タブレットPCを中心としたモバ

イルコンピューティングの台頭により全体としては好調に推移しました。ノート・パソコン向けや液晶

パネル向けの生産調整を受け一部減速傾向がみられましたが、半導体需要は依然堅調な増加をみせてお

り半導体製造装置を中心に産業機器市場は堅調に推移しました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は93,445百万円（前年同四半期比31.9%増）、営業

利益は2,982百万円（前年同四半期比167.4%増）、また経常利益は3,156百万円（前年同四半期比127.3%

増）となり、四半期純利益は2,146百万円（前年同四半期比237.8%増）となりました。 
  
セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

（集積回路及び電子デバイスその他事業） 

当事業におきましては、中国における携帯電話基地局の活況によりPLDが拡大、光伝送装置向けPLDや

ASSPも堅調に推移するなど、通信インフラ市場は好調に推移しました。一方、コンピュータ市場は、ス

トレージ向けASSPは堅調に推移したものの、ノートブックパソコンの生産調整の影響を受け、同製品向

け電池パック用アナログICが後半減速しました。民生機器市場は、液晶テレビ向けPLDやデジタル・ス

チル・カメラ向けアナログICなどが堅調に推移したものの、台湾の液晶パネルメーカー向けビジネスの

終息が影響し減少しました。また、景気回復による需要増により、半導体製造装置をはじめとした幅広

い分野における産業機器市場が回復し、同市場向けPLDやアナログICが好調に推移しました。これらの

結果、同事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は87,302百万円、営業利益は2,485百万円となりま

した。 
  
（ネットワーク事業） 

当事業におきましては、官公庁や金融市場は堅調を維持し、また景気回復の影響を受けた一部企業の

IT投資が持ち直しをみせるなど、これら市場向けにインターネット関連機器が堅調に推移しました。し

かしながら、企業のIT投資は依然厳しさが続いており、セキュリティ・ソフトウェアなどの企業向け製

品は低調に推移しました。これらの結果、同事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は6,156百万

円、営業利益は925百万円となりました。 
  
（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ7,564百万円増加して、純資産は987百万

円増加し、自己資本比率は51.6％となりました。 

キャッシュ・フローの状況に関しましては、税金等調整前四半期純利益3,126百万円及び仕入債務の

増加等による増加要因があったものの、売上債権及びたな卸資産の増加等の減少要因があり、営業活動

によるキャッシュ・フローは5,694百万円の減少となりました。また、投資活動によるキャッシュ・フ

ローは、前連結会計年度末に取得した連結子会社であるGALAXY FAR EAST CORPORATIONの株式購入費用

の支払等を行ったことにより、3,016百万円の減少となり、財務活動によるキャッシュ・フローは、長

期借入れ等を行ったことにより、3,112百万円の増加となりました。 

 以上の結果により、当第２四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ6,254

百万円減少し、また連結子会社の決算期変更に伴う増加額117百万円を加えることにより、8,907百万円

となりました。 

  

平成22年10月20日発表の通期の連結業績予想に変更はありません。今後、何らかの変化がある場合に

は適切に開示してまいります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

 なお、この変更による損益に与える影響は、軽微であります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部
流動資産
現金及び預金 8,907 15,141
受取手形及び売掛金 44,023 38,567
有価証券 618 757
商品 36,878 28,338
その他 5,754 5,799
貸倒引当金 △112 △130

流動資産合計 96,069 88,474
固定資産
有形固定資産
建物及び構築物（純額） 3,203 3,288
機械装置及び運搬具（純額） 19 21
土地 2,746 2,746
その他（純額） 1,034 853

有形固定資産合計 7,004 6,909
無形固定資産
のれん 1,884 1,998
その他 1,424 1,500

無形固定資産合計 3,308 3,499
投資その他の資産
投資有価証券 1,200 1,242
その他 1,969 1,906
貸倒引当金 △180 △225

投資その他の資産合計 2,989 2,924

固定資産合計 13,302 13,332

資産合計 109,372 101,807
負債の部
流動負債
支払手形及び買掛金 26,275 22,632
短期借入金 － 12
未払法人税等 958 677
賞与引当金 1,324 1,141
役員賞与引当金 4 7
その他 6,828 7,900

流動負債合計 35,391 32,372
固定負債
長期借入金 13,500 10,000
退職給付引当金 2,206 2,088
役員退職慰労引当金 424 415
その他 174 243

固定負債合計 16,305 12,746

負債合計 51,696 45,119
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部
株主資本
資本金 11,194 11,194
資本剰余金 19,476 19,476
利益剰余金 28,354 26,406
自己株式 △1,089 △1,089

株主資本合計 57,936 55,987
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金 △88 △75
繰延ヘッジ損益 61 △296
為替換算調整勘定 △1,488 △335

評価・換算差額等合計 △1,515 △707
新株予約権 2 －
少数株主持分 1,251 1,407

純資産合計 57,675 56,687

負債純資産合計 109,372 101,807
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 70,846 93,445
売上原価 60,985 80,113

売上総利益 9,860 13,332
販売費及び一般管理費 8,744 10,349

営業利益 1,115 2,982
営業外収益
受取利息 24 9
為替差益 413 165
負ののれん償却額 8 －
その他 121 182

営業外収益合計 567 357
営業外費用
支払利息 116 112
債権譲渡損 － 40
商品補償費用 83 －
その他 94 31

営業外費用合計 294 184

経常利益 1,388 3,156
特別利益
固定資産売却益 1 2
投資有価証券償還益 17 －
貸倒引当金戻入額 － 22

特別利益合計 19 25
特別損失
貸倒引当金繰入額 － 4
投資有価証券評価損 81 46
関係会社出資金評価損 34 －
その他 8 5

特別損失合計 125 55

税金等調整前四半期純利益 1,282 3,126
法人税、住民税及び事業税 647 911

法人税等合計 647 911

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,215
少数株主利益 － 68

四半期純利益 635 2,146
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益 1,282 3,126
減価償却費 524 550
受取利息及び受取配当金 △33 △14
支払利息 116 112
売上債権の増減額（△は増加） △9,493 △6,369
たな卸資産の増減額（△は増加） △2,165 △9,035
仕入債務の増減額（△は減少） 8,621 4,286
その他 △929 2,295

小計 △2,077 △5,047
利息及び配当金の受取額 34 24
利息の支払額 △114 △123
法人税等の支払額 △800 △547

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,957 △5,694
投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出 △103 －
定期預金の払戻による収入 134 83
貸付けによる支出 △81 △188
貸付金の回収による収入 42 60
有形固定資産の取得による支出 △143 △324
有形固定資産の売却による収入 3 7
無形固定資産の取得による支出 △81 △270
投資有価証券の取得による支出 △4 △17
投資有価証券の売却による収入 5 28
関係会社株式の取得による支出 － △2,352
その他 △79 △43

投資活動によるキャッシュ・フロー △308 △3,016
財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少） △67 －
長期借入れによる収入 － 3,500
長期借入金の返済による支出 △12 △12
配当金の支払額 △266 △265
その他 △9 △109

財務活動によるキャッシュ・フロー △355 3,112
現金及び現金同等物に係る換算差額 △432 △655

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,054 △6,254
現金及び現金同等物の期首残高 20,022 15,044
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 463 －
連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） － 117

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,431 8,907
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
２ 各区分の主な製品 
イ）集積回路及び電子デバイス事業・・・PLD、ASIC、ASSP、アナログIC、メモリー、その他電子デバイス 
ロ）ネットワーク関連商品事業・・・ネットワーク関連のハードウエア、ソフトウエア、サービス 
  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
   ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
      アジア・・・中国、香港、台湾、シンガポール 
  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
   ２ 各区分に属する主な国又は地域 
    イ）アジア・・・中国、香港、台湾、マレーシア 
    ロ）その他・・・米国 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

集積回路及び電
子デバイス事業
（百万円）

 ネットワーク 
関連商品事業 
（百万円）

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 65,131 5,714 70,846 ― 70,846

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 65,131 5,714 70,846 ― 70,846

  営業利益 300 632 932 182 1,115

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

日本 
(百万円)

アジア 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 50,728 20,117 70,846 ― 70,846

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 13,684 ─ 13,684 (13,684) ―

計 64,412 20,117 84,530 (13,684) 70,846

  営業利益 575 633 1,208 (93) 1,115

【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 21,373 241 21,614

Ⅱ 連結売上高(百万円) ─ ─ 70,846

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 30.2 0.3 30.5
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当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

当社グループは、集積回路、電子デバイス、ネットワーク、その他関連事業を営んでおり、取り扱う

商品・サービスによって、当社及び当社の連結子会社を設置し、各々が独立した経営単位として、国内

及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは、商品・サービスを基礎とした事業別のセグメントから構成されており、

「集積回路及び電子デバイスその他事業」及び「ネットワーク事業」の２つを報告セグメントとしてお

ります。 

「集積回路及び電子デバイスその他事業」は、集積回路、電子デバイス等の販売をしております。

「ネットワーク事業」は、ネットワーク関連のハードウェア、ソフトウェア、サービス等の販売をして

おります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

 
  

３．報告セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

(差異調整に関する事項) 

 
(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

(追加情報)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計集積回路及び電子 

デバイスその他事業
 ネットワーク 
事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 87,302 6,143 93,445 － 93,445

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 - 12 12 － 12

計 87,302 6,156 93,458 － 93,458

セグメント利益 2,485 925 3,410 － 3,410

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,410

セグメント間取引消去 60

全社費用(注) △ 487

四半期連結損益計算書の営業利益 2,982

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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